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第 27 回 NPO 法人 マザー シップチャリティ ー イペント

ごあいさつ

第27回マザー シップチャリテーイベントにようこそ参加して下さいました。
今回は夏のさわやかコンサー トを企画しました。テーマは「ぼくらはみんな
生きている」。第 1 部は 2 人のママさん音楽家の歌とピアノです。ピアニス
トの加藤美和子さんは第3子を9月にご出産予定。声楽家の篠崎紫さんは
3 人のママ。それぞれ音楽家として活躍中。第2 部は「みんなで歌おう」
井上レデイ ースクリニックの皮膚科の医師、榎本韻世さんと、看護師、渡辺
都さんがリー ドをとりみなさんと一緒に歌います。 2 人とも本職さながら
歌声も歌心はプロ級です。歌は不思議、歌を聞くこと、歌を歌うことで心
が癒されたり元気が出たリしますね。

先日新聞に、こうのとりが48年ぶリに自然に飛び立ったというニュ ースが
あリました。

「人生」とは人が生まれると書きます。 2007 年もこの診療所では沢山の
命が生まれました。こうのとりにそれぞれのママとパパに届けられた赤ちゃ
んたちにきっとすてきな子守歌が聞こえたでしょうか？無事に生まれ、元
気に生きて、素敵な人生を歩む事。こんな当たり前の事がこうのとりの役目
をしている私の願いです。少子化のこの国で、こうのとリ役の産科医も減少
し続けています。「子供は夢です」尊敬する小児科仁志田博司先生の言葉を
エー ルに、命の誕生に立ち会えることを感謝し、今後も夢と使命感をもって、
うぶ声という歌声を聞いていきたいと考えています。命の始めと終わりには
古ち会う医療スタッフと家族が必要です。無事に生まれたことに感謝、今、
至きていることに感謝、明日も生きていられることを祈り、来年も大きな産
声、大きな歌声がきっと天まで届くことを祈りたいと思います。来年もまた
無事でお会いしましょうね。
地震、台風、集中豪雨に負けずに、暑い夏、大きな声で歌ってみませんか？

「ほくらはみんな生きている・・・・・」

マザー シップ代表 井尾 裕子

マザー シップは、レッドリボンとピンクリボン両キャンペ ーンに賛同しています

NPO法人マザー シップ
190-0013 立川市富士見町 1-26-9
井上レディ ー スクリニック内
代表井尾裕子

電話/ FAX 042-527-1454 
concert@m-shi.p.net 
http://www.m-shi.p.net/ 
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エイズ患者への理解 乳がん検診の啓蒙


